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［令和 2年 12 月末現在（前年同月比）］ 人口 189,120人（211人減）　95,299世帯（598世帯増）西区の人口と世帯数
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かんおんファミリー
ウオーキング

日３月７日㈰午前９
時半～正午（受付開
始は午前９時）　
※小雨決行

【集合の場】新己斐橋
東側河川敷（福島町二丁目）
※駐車不可。公共交通機関をご利用ください
内①新己斐橋～新竜王橋の往復（約４㎞）
②新己斐橋～広島西大橋付近の往復（約２㎞）
※今年度はクイズとアンケートはありません
持帽子、タオル、飲み物、高齢者いきいき活動ポイン
ト手帳（65歳以上の手帳所持者）、ICカード（広島広域
都市圏ポイント付与希望者）
申２月８日㈪から電話かファクスで氏名（ふりが
な）、電話番号、小学生以下は年齢、希望のコースを、
２月28日㈰までに観音公民館（☎F233-2603）へ。先
着150人。小学校３年生以下は保護者同伴
問同公民館、地域起こし推進課（☎F上記）

ご参加を地域の皆さんの活動を応援します！

【応募方法】
所定の申込書を、２月①②19日
㈮、③26日㈮までに、地域起こ
し推進課（☎F上記）へ。詳しく
は市ホームページか同課で配
布している応募の手引きで

下記の内容で、地域の皆さんが行うまち
づくり活動に補助金を交付します。

補 助 金 名 対 象 事 業 内 容
①区の魅力と活力向上推
進事業補助金（住民が自
ら取り組むまちづくり）

区が設定したテーマに基づいて、
３人以上で構成する団体が継続的
に取り組む活動

②商店街活性化事業費補
助金
（商店街を活性化する事
業）

商店街振興組合や任意の商店会な
どが、自らの振興を目的として継
続的に取り組む事業
※来年度は、新規分の受け付け
を休止します

③“まるごと元気”地域コ
ミュニティ活性化補助金

町内会・自治会、子ども会、地区社
会福祉協議会が行う以下の活動
㋐地域活性化プランの作成　㋑空
き家などを活用した住民間の交流
拠点づくり　㋒空き地を活用した
菜園・花壇づくり　㋓プラチナ世代・
リタイア世代などの地域デビュー
支援　㋔交流拠点におけるネット
スーパー利用の環境づくり　㋕住
民勉強会の開催　㋖他の地域など
との交流を図る活動の実施　㋗子
どもたちの思い出作りの取り組み
㋘その他地域の活性化に資する地
域独自の取り組み

【③の補助内容】
事業内容 補助年度 補助率 補助限度額
㋐・㋑ 初年度のみ 100％ 50万円

㋒～㋘

初年度 ５分の５ 10万円
２年度目 ５分の４ ８万円
３年度目 ５分の３ ６万円
４年度目 ５分の２ ４万円
５年度目 ５分の１ ２万円

※申請後、市内部に設置する審査会で、取り組みの公益性、実行性、継続性、先駆性、独創性などについて審査
し、認められれば補助金が交付されます。取り組み終了後には、実績報告書などの提出が必要です

【①・②の補助内容】
補助年度 補助率 補助限度額

❶ ❷
初年度 ３分の２ 100万円 休止
２年度目 ２分の１ 70万円 50万円
３年度目 ３分の１ 35万円 30万円

●区の魅力と活力向上推進事業補助金を活用

庚午生誕150周年記念発足“庚午未来会議”事業

　2020年はオリンピックイヤーに合わせてスポーツ大
会などを企画していましたが、新型コロナウイルス感染
症の影響で中止となりました。このような状況下で、イベ
ントでなくてもつながれるものをと思い、昨年度から取
り組んでいるブルーベリーの栽培に力を注ぎました。ブ
ルーベリーの鉢を購入し、それぞれの家庭で育て、その
過程をSNSを通して共有することで、直接会わなくても

つながることができます。イベントのように一時的な
交流ではなく、長くつながることができ、さらにSNS
を通して地域の情報も共有できるようになりました。
　また、昨年度国道沿線で実施したイルミネーション
を、今年度は自分たちで公園の木に設置しました。
　今回、記念事業で庚午のシンボルツリーとしたブ
ルーベリーを通して地域のつながりの輪を広げ、庚
午を「ブルーベリーのまち」にしていきたいです。 ▲公園のイルミネーション

「庚午未来会議」
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　わんわんパトロールとは、犬を飼っている人が、散歩
をする際に子どもたちの安全を見守る活動のことです。
時間や場所に縛られず、幅広い年代の方に参加してい
ただけるゆるやかな活動で、新しい形の見守りです。活
動と関連して、動物管理センターの方に協力してもら
い災害時のペット対応の講習をしてもらったり、ピー
スわんこジャパンの方に犬の里親制度についてのお話

をしてもらったりしました。
　また、大きなイベントとしてハロウィーン祭りを開
催しました。感染症対策を十分に行った上で、犬と共に
楽しめるスタンプラリーやゲームを行うなど、世代を
超えた地域での交流を意識しました。
　今年度はコロナ禍で子どもたちと協力しての企画が
できなかったため、来年度以降は子どもたちを巻き込
んでの企画ができたらいいなと思っています。

●“まるごと元気”地域コミュニティ活性化補助金を活用

わんわんパトロールで声を掛け合う町づくり事業

庚午社会福祉協議会
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人のつながりで地域を元気に！
　区では、地域の皆さんの自主的で継続的な取り組みをさまざまな方法で支援して
おり、補助金の交付もその一つです。今回は、2020年に生誕150周年（※右記参照）を迎
え、補助金を活用しまちづくりに取り組んでいる庚午地区の事業を紹介します。
問地域起こし推進課（☎532-0927、F232-9783）
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ブルーベリーの鉢替え ハロウィーン祭りのスタッフの皆さん

▲わんわんパトロールのロゴ

※庚午生誕150周年
　1870年に干潟干拓工事により、現在の庚午
地区の土地が整備され、「庚午新開」と名付け
られました。2020年に150周年を迎えました。


